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商工会情報誌

商工会は法律に基づいて設置されておリ、

経営についての相談は全て無料です。

商工会加盟数

1823名
， (平成 19年 6月末現在):

平成19年4月1日可部町・佐東町・安佐町の3商工会が合併しました。

可
部
・
佐
東
・
安
佐
の

3
町
商
工
会

が
合
併
し
、
会
員
数
一
八
三
二
名
と

な
っ
た
県
内
一
・
二
を
誇
る
「
広
島

安
佐
商
工
会
」
の
最
初
の
通
常
総
代

会
が
、
五
月
二
十
六
日
午
後
3
時
よ

り
広
島
安
佐
商
工
会
館
本
館
に
お
い

て
、
総
代
多
数
の
出
席
を
得
て
開
催

さ
れ
た
。
提
出
議
案
は
第
一
号
議
案

か
ら
第
四
号
議
案
ま
で
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
全
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。

第
一
回
通
常
総
代
会
は
、
広
島
安
佐
商
工
会

定
款
第
一
二
十
三
条
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
旨
の

報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
議
長
に
仁
井
孝
尚
氏
を

選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

各
旧
商
工
会
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の
承

認
が
な
さ
れ
た
後
、
今
年
度
の
事
業
計
画
(
案
)
、

予
算
(
案
)
等
に
つ
い
て
会
長
、
事
務
局
よ
り
説

明
が
な
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案

の
全
て
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

提
出
議
案
の
承
認
に
引
き
続
き
商
工
会
事
業

へ
の
長
年
の
功
横
に
対
し
、
渡
郁
磨
氏
、
中
島

直
範
氏
、
西
川
良
子
さ
ん
三
名
へ
の
表
彰
状
の

贈
呈
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
来
賓
の
方
か
ら

ご
祝
辞
を
頂
戴
し
て
総
代
会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。な
お
、
提
出
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
号
議
案

平
成
一
八
年
度
事
業
報
告
書
及
び
一
般

会
計
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
並
び

に
特
別
会
計
収
支
決
算
書
承
認
の
件

第
二
号
議
案

平
成
一
九
年
度
事
業
計
画
書
(
案
)
及

び
収
支
予
算
書
(
案
)
決
定
の
件

第
三
号
議
案

本
総
代
会
議
決
事
項
の
う
ち
監
督
官
庁

の
指
導
に
よ
り
修
正
を
要
す
る
場
合
修

正
を
加
え
る
こ
と
を
承
認
の
件

第
四
号
議
案

役
員
選
任
の
件

上
西
会
長
挨
拶

こ
の
度
可
部
町
商
工
会
、
佐
東
町
商
工
会
、

安
佐
町
商
工
会
が
合
併
し
、
広
島
安
佐
商
工
会

を
発
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
、
あ

ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

を
超
え
て
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
を
記
録
し
て

お
り
、
中
園
地
方
の
景
況
感
を
示
す
判
断
指
数

も
、
全
産
業
で
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
上
場
企
業
の

3
月
決
算
発
表
に
お
い
て
も
、

8
割
が
増
収
、

6
割
が
増
益
と
、
地
場
経
済
は
し
っ
か
り
し
た

動
き
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
「
勝
ち
組
」
「
負
け
組
み
」
の
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
格
差
問
題
は
、
地
方
に
集
中
し

て
お
り
、
「
中
小
・
零
細
企
業
に
お
い
て
は
、

景
気
の
回
復
は
実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
。
」

と
の
声
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
同
様
に
、
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
廃
止
と
、

県
へ
の
税
源
移
譲
や
、
県
か
ら
市
町
へ
の
権
限

委
譲
な
ど
、
地
方
分
権
社
会
に
向
け
て
、
大
き

な
環
境
の
変
化
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
「
広
島
安
佐
商
工
会
し
は
、
変
革
し

て
い
る
社
会
情
勢
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
自
立
」

「特
色
」
「
競
争
」
の

3
原
則
を
掲
げ
、
会
員

皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
組
織

体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
役
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
取
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま

す。
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役
員
紹
介

各
委
員
会
・
各
部
会
も
決
ま
る

新
商
工
会
の
役
員
は
次
の
方
々
で
二
年
間

商
工
会
を
運
営
し
ま
す
。

会

長
副
会
長

上
西
不
二
夫
(
進
和
建
工
側
)

森
津
賢
樹
(
安
佐
酒
造
側
)

井

手

修

(

岡

井

手

電
気
)

上

駄

洋

一二
(
う
え
だ
吹
装
)

大

石

康

朗
(
伺
ア
サ
産
業
)

岡

村

昭

(

岡

オ

カ

ム

ラ

)

沖
川

忠

(沖
川
建
具
製
作
所
)

栗
岡
民
雄
(
同
栗
岡
共
栄
薬
局
)

佐
伯
芳
夫
(
伺
佐
伯
商
庖
)

笹

岡

繁

(

側

笹

岡

)

新
本
哲
也
(
シ
ン
モ

ト
自
動
車
岡
)

妻

征
成
(
側
タ
デ
エ
ン
)

堤

邦

夫
(
堤
建
設
)

中

尾

洋

二

(
薫
建
設
工
業
側
)

中

田

裏

二

(
倒
な
か
た

ス
ト
ア
ー
)

中
谷
義
信
(
倒
中
谷
建
設
)

中
本
浩
史
(
側
中
本
保
険
事
務
所
)

仁
井
孝
尚
(
伺
つ
る
か
め
や
)

西
川
良
子
(
西
川
呉
服
居
)

西
本

正
治
(
西
本
設
計
事
務
所
)

理

事

11 ノノ11 ノノノ/11 11 11 11 11 11 ノノ11 11 11 

森;畢冨l会長

井手副会長

理

事

野

村

正

之

(
岡
野
村
自
動
車
)

花

岡

恭

史

(
伺
花
岡
商
庖
)

藤
田
平
三
郎
(
伺
五
月
屋
)

正

木

文

治
(
岡
正
木
設
備
)

松

田

梅

登
(
松
田
住
建
鮒
)

松

山

孝

明

(松
山
建
設
側
)

籾
山
順
次
郎
(
緑
電
化
)

山

川

健

三

(
山
川
電
機
)

11 

1里

事

11 11 11 

医と
_rm. 

事

11 〈
天
女
口
貝
A
一山
〉

O
委
員
長

総
務
委
員
会

。
仁
井
孝
尚

O
笹

岡

繁

中
本
浩
史

正
木
文
治

広
報
委
員
会

。
佐
伯
芳
夫

O
松
田
梅
登

大
石
康
朗

O
副
委
員
長

O
栗
岡
民
雄

藤
田
平
三
郎

0 
琴

征
成

中
谷
義
文

花
岡
恭
史

〈
部
会
〉

商
業
部
会
。
宮
原

。
部
会
長

O
副
部
会
長

健

O
中
田
裏
二

... O
野
村
正
之

他
理
事

・
総
代

一
六
名

工
業
部
会。
松
山
孝
明

O
竹
本

O
堤

邦
夫

他
理
事

・
総
代

二
ハ
名

福
利
厚
生
部
会

。
松
尾
泰
昌

O
沖
川

O
佐
々
木
正
義

他
理
事

・
総

代

二
ハ
名

J止
rcコ

申，<0，、

仁井総務委員長宮原商業部会長

西川女性部長

佐伯広報委員長

〈
今
年
の
事
業
〉

・
工
業
部
会
事
業

日

時

8
月

6
日

テ
ー
マ

「耐
震
補
強
に
つ
い

て」

場

所

広
島
安
佐
商
工
会
館
本
所

-
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

日

時

9
月

3
日

1
7
日

場

所

佐

東

町

-
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

時

叩
月
日
日

l
u
日

所

安
佐
支
所
商
工
会
館

場 日

-
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

日

時

四
月
幻
日

l
m
日

場

所

広
島
安
佐
商
工
会
館
本
所

松山工業部会長

-
9
月
複
式
簿
記
講
習
会

福
利
厚
生
事
業
「
日
帰
り
旅
行
」

理
容
業
講
習
会

借
入
相
談
会
(
第
二
水
曜
日
)

.
叩
月
美
容
業
講
習
会

法
律
相
談
会

借
入
相
談
会
(
第
二
水
曜
日
)

.
円
月

一
日
公
庫

飲
食
業
講
習
会
月

.
口
月
商
業
部
会
事
業
「
年
末
招
待
セ

ー
ル」

借
入
相
談
会
(
第
二
水
曜
日
)

新本青年部長
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午
前

8
時
初
分

1
午
後

5
時
叩
分
、

な
お
土
・
日

・
祝
日
は
お
休
み
を
い
た
だ
き
ま
す
。
)

安
倍
支
所
だ
よ

υ

-
今
後
の
主
な
行
事
予
定

あ
さ
ひ
が
丘
納
涼
ま
つ
り

・
日
時

平

成

凶

年

8
月
4
日
(
土
)

午
後
7
時
よ
り

・
場
所
あ
さ
ひ
が
丘
近
隣
公
園
に
て

安
佐
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
獅
(
商
工
会
ま
つ
り
)

側
コ
ム
ズ

・
広
島
市
農
協
と
の
共
催

・
日
時
平
成
四
年
目
月
出
日
(
日
)

午
前
日
時
か
ら
予
定

・
場
所
安
佐
町
飯
室
コ
ム
ズ
安
佐
パ

l
ク

内
に
て

行
事
内
容
等
に
つ
い
て
は
現
在
検

討
中
で
す

-
安
佐
支
所
よ
り
お
知
ら
せ

安
佐
支
所
で
は
、
広
島
高
速

4
号
線
(
安
佐

南
区
沼
田

1
西
区
中
広
)
の
回
数
券
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
と
も

ご
利
用
下
さ
い
。

【取
扱
種
目

・
販
売
価
格
】

100 24 9 数回
回
券回 券回
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l¥ 。。
0 0 0 

普

。。車通。
円 円 円

四
，ー"

動軽自 l 
0 0 0 
。。 四。。 。

車 l
円 円 円

車旬 約
害IJ

20 17 11 号|
% % % 率

第 1号

(
販
売
時
間

(3) 

佐
官
旗
支
所
だ
よ

υ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
H

新
本
青
年
部
長
が

広
島
県
代
表
に
選
出

さ
る
七
月
二

O
日
、
青
年
部
主
張
発
表
大
会

の
広
島
県
大
会
が
、
元
宇
品
に
あ
る
グ
ラ
ン
ド

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
に
お
い
て
出
席
者
一
八

七
名
を
集
め
て
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
広
島
県
内
の
六
心
フ
ロ
ッ

ク
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
精
鋭
六
名
で
、

芸
北
地
域
か
ら
は
当
商
工
会
青
年
部
の
部
長
「
新

本
哲
也
」
氏
が
代
表
で
発
表
し
ま
し
た
。

主
張
発
表
と
は
、
①

「青
年
部
活
動
に
参
加

し
て
」
②
「
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興

・
ま
ち

づ
く
り
」
の
二
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
テ
l
マ

に
基
づ
い
て
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
得
た
事

例
等
を
主
体
と
し
て
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
思

っ
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
で
自
分
の
事
業

所
や
青
年
部
な
ど
に
生
か
し
て
い
く
か
な
ど
を

一
0
分
間
で
発
表
す
る
も
の
で
す
。
(
原
稿
を

見
た
り
時
聞
を
超
過
し
た
り
短
か
く
て
も
減
点

と
な
り
ま
す
)

六
名
全
て
の
発
表
が
終
わ
っ
て
、
中
国
産
業

経
済
局
や
中
国
新
聞
社
報
道
部

・
フ
リ
l
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
な
ど
五
名
の
方
で
厳
正
な
る
審

査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1. 

そ
の
結
果
や
り
ま
し
た
!
我
が
青
年
部
代
表

の
新
本
部
長
が
見
事
、
最
優
秀
賞
を
勝
ち
取
り

広
島
県
代
表
と
し
て
九
月
八
・

九
日
に
徳
島
で

行
な
わ
れ
る
中
国
・
四
国
大
会
に
出
場
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

中
国
・
四
国
大
会
で
優
勝
し
た
人
が
十

一
月

に
仙
台
で
行
な
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

新
本
部
長
に
は
ぜ
ひ
全
国
大
会
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま
も
応
援
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

TEL 8 7 7 -5 2 0 0まで

「
佐
東
公
民
館
の

多
目
的
ホ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
」

バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
な
ら
一
面
、
バ

ド
ミ
ン
ト

ン
コ

l
卜
な
ら

3
面
使
え
る
広
さ
で
す
。

な
お
、
ご
利
用
は
公
民
館
活
動
を
さ
れ
て
い

る
サ

ー
ク
ル
な
ら
安
佐
北
区
の
サ

ー
ク
ル
の
方

で
も
ご
利
用
で
き
る
と
の
事
な
の
で
み
な
さ
ま

ご
利
用
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
?

佐
東
公
民
館
の

多
目
的
ホ
l
ル
(
体

育
館
)
が
完
成
し
、

8
月
8
日
(
水
)
か

ら
一
般
の
方
の
利

用
が
で
き
ま
す
。

/

建
物
に
は
観
覧

//

席
は
あ
り
ま
せ
ん

が、

9
人
制
バ
レ

ー

コ
l
卜
・

ミ
ニ

詳しくは

佐東公民館



(4) 

人
情
物
語
な
ど
町
が
内
に
秘
め
て
い
る
魅
力

あ
る
町
を
目
指
し
て
可
部
地
区
の
ま
ち
ご
つ
く
り

団
体
が
一
同
に
会
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
こ

れ
か
ら
の
可
部
の
ま
ち
を
考
え
る
催
し
で
す
。

※

日

時

日

月

H
日

・
屋
台
村
展
示
日
時

i
日
時

第 1号

商

工

会

新

規

事

業

新
産
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
募
集

商
工
会
で
は
新
し
い
商
工
会
を
目
指
し
て
「
地

場
産
品
・
知
的
所
有
権
の
開
発
」
等
を
目
的
と

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
皆

様
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
具
体
的
商
品
が
完
成
し
、
近
日
中
に
発

売
予
定
の
チ
1
ム
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
な
か
で

「
こ
ん
な
モ
ノ
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

「
こ
こ
が
不
便
だ
な
」

「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
L

と
い
っ
た
ご
意
見
、
ア
イ
デ
ア
が
有
り
ま
し
た

ら
是
非
商
工
会
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

スワ弓む宅佐

可
部
ょ
が
ん
す
ま
つ
り

可
部
新
中
央
商
庖
街
が
夏
季
セ

l
ル
と
「
可

部
音
頭
」
の
普
及
を
目
的
と
し
た
お
祭
り
で
す

※

日

時

8
月
お
日
(
士
)
ロ
時

l

・
豪
華
商
品
の
当
る
抽
選
会
、
ゲ
ー
ム
等
楽

し
い
催
し
物
が
盛
り
沢
山

※

場

所

サ

ン

リ

ブ

可
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庖

駐
車
場

可
部
ま
ち
"
つ
く
り
屋
台
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ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
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刀
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公
民
館

ノ¥

ザ

※

rd一
合
併
記
念
式
典
行
わ
れ
る

去
る

4
月
日
目
、
可
部
町
、
佐
東
町
、
安
佐

町
3
町
商
工
会
合
併
の
記
念
式
典
が
酔
心
で
挙

行
さ
れ
た
。

当
日
は
ご
来
賓
の
方
、
新
商
工
会
の
役
員
、

総
代
さ
ん
多
数
出
席
の
中
、
新
=
一役、

そ
し
て

各
委
員
長
・
各
部
会
長
が
紹
介
さ
れ
、
上
西
会

長
に
よ
る
新
し
い
商
工
会
の
方
向
性
、
抱
負
が

述
べ
ら
れ
た
。

そ
し
て
海
徳
市
議
会
議
員
の
乾
杯
の
発
声
に

よ
り
懇
親
会
に
移
り
、
初
対
面
の
人
が
多
い
は

ず
な
の
に
、
た
い
へ
ん
和
や
か
に
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
そ
し
て
名
刺
交
換
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。
土
井
総
代
さ
ん
を
中
心
と
し
た
地
太

鼓
の
演
奏
が
さ
ら
に
当
日
の
式
典
を
盛
り
上
げ
、

予
定
の
時
間
が
瞬
く
聞
に
過
ぎ
た
催
し
だ
っ
た
。

，.， 

新
規
加
入
会
員
紹
介

次
の
方
が
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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1

大
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

【
借
入
相
談
会毎
月
あ
り
ま
す
】

こ
の
度
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
金
融
相
談
会
を
毎
月
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
ど
う
や
っ
て
申
込
す
る
の
?
」

「
ど
ん
な
こ
と
に
利
用
で
き
る
の
?
」

「
保
証
人
や
担
保
は
?
」

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
開
催
日
〉

。
毎
月
第
2
水
曜
日

(
祝
祭
日
の
場
合
翌
日
)

日
時

i
M時

〈
開
催
場
所
〉

@
広
島
安
佐
商
工
会
本
所

(
可
部

3
m
n
)

お
願
い

広
島
安
佐
商
工
会
で
は
こ
の
度
の
合
併

に
伴
い
、
会
員
名
簿
の
作
成
を
作
成
し
公

開
し
ま
す
。
掲
載
内
容
は

・
事
業
所
名

・
代
表
者
名
・
業
種

・

住

所

・

電

話

番

号

の
予
定
で
す
。
掲
載
を
望
ま
れ
な
い
方
は

左
記
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
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